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病
原
菌
の
生
育
温
度
に
合
わ
せ
て
、

体
系
防
除
を
行
い
ま
す
。
地
下
部
の
被

害
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
茎
盤
部
ま
で
薬

液
を
届
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
農
薬

の
使
用
基
準
に
示
さ
れ
た
薬
液
量
で
、

適
期
に
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

１
回
目
：
９
月
下
旬
～
10
月
上
旬

（
平
均
気
温
が
20
℃
を
下
回
る
時
期
）

２
回
目
：
１
回
目
の
消
毒
後
１
～
１
か

月
半
後　

　

防
除
方
法
や
薬
剤
に
関
す
る
ご
質
問

な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
！

ね
ぎ
の
被
害
が
増
加
す
る

病
害
虫
に
つ
い
て

の
組
織
内
で
産
ま
れ
た
幼
虫
が
葉
肉
を

食
害
し
ま
す
。
気
温
が
高
く
な
る
梅
雨

明
け
以
降
か
ら
急
増
し
ま
す
。

　

Ｂ
系
統
は
、
従
来
よ
り
も
一
葉
あ
た

り
の
幼
虫
数
が
多
く
、
被
害
が
進
む

と
葉
肉
が

食
い
尽
く

さ
れ
、
葉

全
体
が
白

化
し
た
よ

う
に
な
り

ま
す
。

（
１
）
病
気
の
特
徴

　

病
原
菌
は
、
低
温
を
好
み
、
発
育
適

温
は
15
～
20
℃
、
激
し
く
蔓
延
す
る
の

は
10
℃
前
後
で
す
。
ま
た
、
排
水
不
良

や
㏗
が
低
い
ほ
場
で
も
発
生
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
ま
す
。
菌
核
が
土
壌
中
に
残

る
と
、
長
年
に
わ
た
る
伝
染
源
と
な
り

ま
す
。

　

地
下
部
は
、
黒
く
腐
敗
し
、
ゴ
マ
粒

大
の
黒
色
の
菌
核
が
形
成
さ
れ
、
生
育

不
良
や
外
葉
の
黄
化
が
起
こ
り
、
葉
鞘

部
に
白
い
か
び
を
生
じ
ま
す
。

　

排
水
対
策
を
徹
底
し
て
根
痛
み
を
防

ぐ
と
と
も
に
、
茎
盤
部
（
根
元
）
ま
で

し
っ
か
り
と
薬
剤
散
布
を
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
ま
た
、
休
耕
畑
は
、
土
壌

消
毒
等
を
行
っ
て
病
原
菌
密
度
を
下
げ

る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

発
生
初
期
に
防
除
を
徹
底
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
害
虫
頭
数
が
多

い
９
月
～
10
月
は
、
両
方
の
害
虫
に
登

録
の
あ
る
薬
剤
を
使
い
、
10
日
～
14
日

間
隔
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
布
し
ま

し
ょ
う
。
ネ
ギ
ネ
ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ

エ
は
、
農
薬

が
地
中
に
届

き
や
す
い
土

寄
せ
前
ま
で

の
防
除
が
効

果
的
で
す
。

展
着
剤
を
活

用
し
、
株
元

灌
注
の
薬
剤

で
、
茎
盤
部

ま
で
し
っ
か

り
と
届
く
よ

う
に
処
理
し

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
被

害
残
さ
や
収

穫
残
さ
が
発

生
源
と
な
る

た
め
、
適
正

に
処
分
す
る

こ
と
が
必
要

で
す
。

　

近
年
、
ね
ぎ
栽
培
に
お
い
て
新
た
な

害
虫
の
発
生
や
、
連
作
等
に
よ
る
被
害

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
に
難
防
除
病

害
虫
と
呼
ば
れ
る
種
類
は
、
対
策
を
怠

る
と
大
幅
な
ね
ぎ
の
生
育
遅
延
や
収
量

低
下
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
薬
剤

に
よ
る
適
期
防
除
や
こ
ま
め
な
雑
草
管

理
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

幼
虫
は
、
白
い
体
色
に
黒
色
の
頭
部

を
持
ち
、
成
虫
は
、
黒
い
小
さ
な
蚊
の

よ
う
な
ハ
エ
で
す
。
３
月
中
旬
～
12
月

上
旬
ま
で
長
く

活
動
し
、
特
に

９
月
～
10
月
に

増
加
し
ま
す
。

ね
ぎ
栽
培
後
も
、

雑
草
や
収
穫
残

さ
に
寄
生
し
て

生
き
残
り
ま
す
。

　

幼
虫
が
地
中
で
ね
ぎ
の
茎
盤
部
や
軟

白
部
を
食
害
し
ま
す
。
排
水
不
良
地
を

好
み
、
集
団
で
加
害
す
る
た
め
、
激
発

す
る
と
ほ
場
が
坪
枯
れ
と
な
り
ま
す
。

　

体
長
約
２
㎜
の
小
さ
な
ハ
エ
で
、
葉

１ 

ネ
ギ
ネ
ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ

２ 

ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ 

Ｂ
系
統

作用機構分類
（IRAC/FRAC

コード）
薬　剤　名 希釈倍率散布量 使用方法 本剤の

使用回数

適用病害虫
ク
ロ
バ
ネ

キ
ノ
コ
バ
エ
類

ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ

バ
エ 黒

腐
菌
核
病

I：4A

スタークル顆粒水溶剤
アルバリン顆粒水溶剤

1,000倍 
１L/㎡

株元灌注 １回
〇

400倍 
0.4L/㎡

〇 
※１

ベストガード水溶剤 1,000 ～ 2,000倍 
100 ～ 300L/10a 散布 3回以内 〇 〇

I：15 カスケード乳剤 4,000倍 
100 ～ 300L/10a 散布 ３回以内 〇 〇

I：30 グレーシア乳剤 2,000 ～ 3,000倍 
100 ～ 300L/10a 散布 ２回以内 〇 〇 

※１

F：７（C2)

パレード20フロアブル 2,000倍 
100 ～ 300L/10a 散布 ３回以内 

※２ 〇

アフェットフロアブル 1,000 ～ 2,000倍 
１L/㎡ 株元灌注 ２回以内 〇

カナメフロアブル 4,000倍 
100 ～ 300L/10a 株元散布 ４回以内 〇

F：12（E2) セイビアーフロアブル20 1,000倍 
100 ～ 300L/10a 散布 ３回以内 〇

集団で加害するネギネ
クロバネキノコバエの幼虫

黒腐菌核病
発病株の症

B系統の食害痕

３ 

黒
腐
菌
核
病

４ 

薬
剤
に
よ
る
防
除

（
１
）
害
虫
の
特
徴

（
１
）
病
気
の
特
徴

（
１
）ネ
ギ
ネ
ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ
バ
エ
・

　
　

ネ
ギ
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

（
１
）
害
虫
の
特
徴

（
2
）
被
害
の
特
徴

（
2
）
被
害
の
特
徴

（
2
）
被
害
の
特
徴

（
２
）
黒
腐
菌
核
病

※１　ハモグリバエ類で登録
※２　育苗期後半～定植当日に灌注で使用した場合は残り２回

⃝農薬を使用する際は、必ず使用農薬のラベルを確認してください。
⃝同じ作用機構分類（fracコード）の薬剤は連用せず、系統の異なる薬剤とローテーションして、害虫の薬剤

抵抗性や耐性菌を増やさないようにしましょう。

表　難防除病害虫の農薬例（令和３年８月１日現在）


